
　

皆
伐
し
た
あ
と
、
山
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

近
年
、
伐
採
し
た
あ
と
、
山
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
方
が
多
く
な
り
斜
面
崩
壊
の
原
因
な

ど
大
き
な
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
再
造
林
に
つ
い
て
国
・
県
か
ら
事
業

費
に
対
し
90
％
の
補
助
金
が
出
て
お
り
、
少
な

い
負
担
金
で
再
造
林
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
何
十
年
後
か
に
は
木
材
を
搬
出
し
、

収
入
に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
再
造
林
後
も

下
刈
や
保
育
間
伐
な
ど
と
い
っ
た
手
入
れ
が
必

要
で
す
が
こ
の
手
入
れ
に
も
補
助
金
が
出
て
お

り
、
当
組
合
が
責
任
を
持
っ
て
組
合
員
さ
ん
の

山
の
手
入
れ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

山
を
皆
伐
し
た
い
方
や
、
皆
伐
し
た
あ
と
山

を
放
置
し
て
い
る
方
、
気
に
な
っ
た
方
は
気
軽

に
森
林
組
合
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

再造林に関する

補助金のお知らせ

　

今
回
は
代
表
理
事
の
交
代
、木
工
教
室
の
開

催
、協
働
の
森
事
業
、高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、

安
全
へ
の
取
り
組
み
等
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
後
も
事
業
の
実
施
と
共
に
、い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
行
い
、み
な
さ
ん
の

興
味
が
わ
く
記
事
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
谷
）

編
集
後
記

須
崎
地
区
森
林
組
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総
務
係
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森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
、
地
域
や
地
形
に
応

じ
た
路
網
設
計
や
森
林
施
業
の
方
針
を
打
ち
出
し
事

業
収
支
を
示
し
た
提
案
書
を
作
成
し
、
森
林
所
有
者

に
提
示
し
て
合
意
形
成
と
森
林
施
業
の
集
約
化
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
専
門
的
能
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
専
門

知
識
が
必
要
な
ほ
か
、
組
織
的
な
取
り
組
み
体
制
の

構
築
と
実
行
管
理
能
力
等
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
平
成
24
年
度
か
ら
一
定
水
準
以
上
の
知

識
・
技
能
を
有
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修

及
び
認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

に
お
い
て
須
崎
地
区
森
林
組
合
で
は
2
名
が
合
格
し

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
須
崎
地
区
森
林
組
合
で
は
認
定
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
増
員
す
る
計
画
で
あ
り
、
職
員
の

各
種
研
修
へ
の
参
加
や
実
務
に
よ
る
実
績
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
森
林
管
理
の
プ
ロ
と
し
て
地
域
や
森
林
所
有

者
の
希
望
に
応
じ
た
施
業
提
案
を
行
い
つ
つ
、
森
林
が

十
分
な
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
須
崎
地
区
森
林
組
合

管
内
の
森
林
整
備
の
拡
大
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

認
定
さ
れ
ま
し
た

PLANNNER

平成 24 年度から
地籍調査事業に
参入しています。
平成 24 年度  中土佐町　

平成 25 年度  中土佐町・須崎市

平成 26 年度  中土佐町・須崎市

平成 27 年度  中土佐町・須崎市・土佐市

近隣住民の方や、関係者の皆様
にはご迷惑をおかけしますが、
ご協力よろしくお願いします。
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村
　
洋 

宣
（
業
務
課
長
）

橋 

田
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尚
（
業
務
係
長
）

認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
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ー
名
簿
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須
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市
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地

※皆伐とは：すべての立木を切ること　※再造林とは：スギ・ヒノキ等の人工林を皆伐した後、植林を行うこと。
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組合長就任の挨拶
副組合長就任の挨拶
木工教室を開催
環境先進企業との 協働の森づくり事業
～機械化への取組み～　シリーズ第１回目
須崎地区森林組合の安全活動が同業界で役立っています！　他
搬出間伐に対する新しい補助制度が出来ました！　他
再造林に関する補助金のお知らせ　他
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平
成
27
年
6
月
24
日
付
け

で
組
合
長
を
退
任
致
し
ま
し

た
。
在
任
中
は
皆
様
方
に
何

か
と
お
世
話
に
な
り
事
業
を

遂
行
で
き
ま
し
た
事
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
48
年
須
崎
市
森

林
組
合
に
採
用
さ
れ
、
昭
和

51
年
5
月
1
日
、
広
域
合
併

で
須
崎
地
区
森
林
組
合
職
員

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
理
事
参
事
、
平

成
21
年
9
月
か
ら
組
合
長
を

拝
命
し
足
掛
け
42
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

間
違
い
や
指
導
不
足
等
、多
々

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

お
許
し
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

又
、
忘
れ
ら
れ
な
い
事
も

あ
り
ま
し
た
。
須
崎
林
研
グ

ル
ー
プ
の
代
表
で
、
県
森
林

局
主
催
の
意
見
交
換
会
に
臨

み
、
木
馬
道
の
改
修
（
現
在
の

ミ
ニ
作
業
道
）を
提
案
し
、翌
々

年
早
速
に
予
算
化
し
て
い
た
だ

き
、
少
し
は
自
伐
林
家
の
後
押

し
が
出
来
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
平
成
21
年
に
中
土

佐
町
立
久
礼
中
学
校
新
築
工
事

へ
の
木
材
供
給
事
業
、
翌
年
に

は
、
N
T
T
ド
コ
モ
よ
り
販
売

さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
製
携
帯
電
話
へ

の
原
料
納
入
事
業
等
に
取
り
組

　

こ
の
度
、
6
月
の
総
代
会
後

の
緊
急
理
事
会
に
お
い
て
、
代

表
理
事
に
選
任
さ
れ
就
任
致
し

ま
し
た
細
木
啓
延
で
す
。
歴
代

組
合
長
は
、
大
変
厳
し
い
林
業

情
勢
の
中
、
当
森
林
組
合
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
前

組
合
長
の
志
を
引
継
ぎ
、
経
営

理
念
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

「
誠
実
な
、
組
合
事
業
を
通
じ
て

組
合
員
に
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
。」
よ
り
良
い
組
合
と
な
る
よ

う
全
力
投
球
す
る
覚
悟
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
26
年
度
は
全
額

を
社
会
保
障
に
充
て
、
財
政
健

全
化
を
図
る
目
的
で
、
消
費
税

が
17
年
ぶ
り
に
５
％
か
ら
8
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
8

月
に
は
度
重
な
る
台
風
や
前
線

の
影
響
で
、
西
日
本
各
地
を
記

録
的
な
豪
雨
が
襲
い
、
広
島
市

な
ど
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
や

土
石
流
が
発
生
致
し
ま
し
た
。

森
林
組
合
管
内
に
お
い
て
も
、

間
伐
が
遅
れ
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
対
策
、
水
源
涵
養
等
公
益

的
機
能
、
土
砂
流
出
災
害
が
起

こ
り
に
く
い
よ
う
な
適
正
な
間

伐
を
し
て
い
く
必
要
が
有
り
ま

　

平
成
26
年
度
の
高
知
県
産
業

技
術
功
労
表
彰
が
あ
り
、
林
業

部
門
で
北
澤
前
組
合
長
が
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

北
澤
前
組
合
長
が

高
知
県
産
業
技
術
功
労

表
彰
を
受
賞

組
合
長
就
任
の
挨
拶

副
組
合
長
就
任
の
挨
拶

北
澤 

利
文

細
木 

啓
延

大
﨑　
　

稔

す
。

　

今
年
度
、
高
知
お
お
と
よ
製

材
の
生
産
量
も
10
万
立
方
の
フ

ル
操
業
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
も
宿

毛
市
と
高
知
市
で
操
業
さ
れ
て

お
り
、
C
L
T
合
板
の
生
産
工

場
も
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

林
業
界
に
と
っ
て
は
、
増
産
に

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

も
組
合
員
及
び
関
係
機
関
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と

と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

森
林
組
合
は
離
れ
ま
す
が
、
森

林
、
林
業
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
あ
り
、
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
微
力
な
が
ら
協
力
、
応
援

し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
て

お
礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誠
実
な
、
組
合
事
業
を
通
じ
て

組
合
員
に
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。

地
域
や
関
係
者
の
皆
様
か
ら

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
組
合
作
り
に

日
々
努
力
す
る
。

退
任
の
ご
挨
拶

0203

須崎地区森林組合役員名簿

※平成 27 年 6月 24 日総代会で役員の改選があり、承認された新役員です。

　

本
年
、
7
月
7
日
の
理
事
会

に
お
い
て
、
副
組
合
長
に
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
大
崎
稔
で
す
。

　

平
成
22
年
、
理
事
就
任
以
来
、

微
力
な
が
ら
組
合
の
運
営
に
係

わ
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
副
組
合
長
と
し

て
の
重
責
を
担
う
に
あ
た
り
、

大
変
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

森
林
組
合
並
び
に
林
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
一
定
明
る
い
光

は
見
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
、
き
び
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
管
内
に
お
い
て

永
年
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
林

業
の
振
興
に
力
を
入
れ
る
と
共

に
、
組
合
経
営
の
安
定
化
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
や
関
係

者
の
皆
様
か
ら
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
組
合
作
り
に
日
々
努
力

す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

向
け
こ
の
上
な
い
追
い
風
が
吹

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
追
い
風

を
背
に
今
後
の
木
材
価
格
の
上

昇
に
期
待
を
し
施
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
も
組
合
員
の
方
々

に
、
誠
意
あ
る
施
業
、
安
全
な

作
業
を
目
指
し
、
中
期
経
営
計

画
に
沿
っ
た
経
費
節
減
、
雇
用

拡
大
、
人
材
育
成
、
資
本
装
備

を
重
点
目
標
と
し
て
、
森
林
組

合
の
本
来
の
使
命
で
も
あ
る
森

林
保
全
、
整
備
に
重
点
を
置
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
応

援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

役 職 名

代表理事組合長

副 組 合 長

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

代 表 監 事

監 事

監 事

地 区 別

中 土 佐 町

須 崎 市

須 崎 市

須 崎 市

須 崎 市

中 土 佐 町

中 土 佐 町

中 土 佐 町

津 野 町

津 野 町

土 佐 市

中 土 佐 町

須 崎 市

津 野 町

氏 名

細 木 啓 延

大 　 﨑 　 　 稔

久　保　文　彦

津 野 正 男

鍋 島 　 彰

原 　 悦 男

黒 原 美 一

南 部 昭 雄

高 橋 信 行

大 﨑 　 寛

森 岡 雄 二 郎

政 岡 博 志

松 浦 土 佐 男

田 部 一 男



　平成27年8月9日（日）に木工教室を開催致しました。今年は天気
も良く快晴になり、約２００人の参加がありました。皆さん親子で協力
しあい作品を完成させ、一人一人個性のある作品ができていたと
思います。来年以降は新たなイベントを考え、さらに親子で楽しめる
面白いものにしていきたいと思います。

開催
教室
を

うまい
うまい！

よう見てみ？

お母さんも
やるねー！

慎重に・・・

名作の予感

ふむふむ・・・

0405



ご
存
じ
で
す
か
!?

環
境
先
進
企
業
と
の

協
働
の
森
づ
く
り
事
業

　

高
知
県
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
『
協
働
の
森
づ

く
り
事
業
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は

環
境
先
進
企
業
・
高
知
県
・
市
町
村
（
森
林
組
合
）

の
間
で
「
協
働
の
森
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
」
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
森
林
の
再
生
」
と
「
交
流

の
促
進
」
を
行
う
事
が
目
的
で
す
。

　

須
崎
地
区
森
林
組
合
管
内
で
も
5
つ
の
協
働
の

森
が
あ
り
環
境
先
進
企
業
に
よ
る
森
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

富士通株式会社
『富士通グループ中土佐 黒潮の森』
協定面積 : 約 133ha

【対象】
中土佐町町有林

一般社団法人 more trees
『モア・トゥリーズの森』
協定面積 : 110,86ha 

【対象】
須崎地区森林組合管理林

住友大阪セメント株式会社
『住友大阪セメント
～須崎 未来を拓く森～』
協定面積 : 33,542ha

【対象】
須崎市市有林及び須崎地区森林

組合管理林
※須崎地区森林組合の所管する森林で、
他の企業等の支援対象となっている森林
は除く。

福島ミドリ安全株式会社
『龍馬の森（RYOMA FOREST）』
協定面積 : 約 23ha

【対象】
津野町町有林

高知トヨペット株式会社
『高知トヨペットの森』
協定面積 : 約 20ha

【対象】
土佐市市有林（民有地含む）

●
須
崎
市
大
谷
に
あ
る
『
住
友
大
阪

セ
メ
ン
ト　

〜
須
崎 

未
来
を
拓
く

森
〜
』
で
は
毎
年
、
住
友
大
阪
セ
メ

ン
ト
株
式
会
社
・
高
知
県
・
須
崎
市
・

地
元
市
民
・
須
崎
地
区
森
林
組
合
に

よ
る
間
伐
体
験
交
流
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
中
土
佐
町
と
富
士
通
株
式
会
社
で

は
社
員
家
族
に
よ
る
環
境
ツ
ア
ー
を

毎
年
実
施
し
て
お
り
そ
の
ツ
ア
ー
の

中
で
協
働
の
森
に
お
け
る
間
伐
体
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
27
年
5
月
22
日
に
中
土
佐

町
内
に
お
い
て
モ
ア
・
ツ
リ
ー
ズ

と
そ
の
支
援
企
業
に
よ
る
間
伐
体

験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
当
日
朝
に
東
京
を
出
発
さ
れ
昼

前
に
中
土
佐
町
に
到
着
。
大
正
市

場
で
見
学
・
昼
食
後
、
中
土
佐
町

内
の
中
土
佐
町
有
林
へ
向
か
い
ま

し
た
。
足
場
の
悪
い
中
で
の
作
業

な
の
で
悪
戦
苦
闘
す
る
か
と
思
い

き
や
、
み
ご
と
な
ノ
コ
さ
ば
き
で

写真は平成 25 年度実施の物です。

●企業の CSR（社会貢献・環境貢献）活動
●森林整備や交流に要する経費（協賛金）の提供
●森林保全活動への参加
●社員の体験型環境研修の実施 など

企 業

パートナーズ協定
（原則３年以上）

高知県 市町村
（森林組合）

●事業全体総合調整
●企業と市町村
　（森林組合）との橋渡し
　　　　　　　　など

●協賛金を活用した
　森林整備
●企業活動の
　サポートなど

協
賛
金

5
つ
の

協
働
の

森

　須崎地区森林組合ではこの
ように企業の皆さん・高知県・
各管内市町・地域の方と協力
し高知の森林（もり）が元気
になるように活動を行ってい
ます。協働の森事業以外でも
間伐体験実施や間伐指導員の
派遣も出来ますので企業や個
人、各学校の方などで森林体
験や交流活動にご興味のある
方は須崎地区森林組合までご
連絡下さい。

　この協定森林内では企業の従業員様や従業員ご家族を対象とした間伐体験等のイベントを毎年行っている所もあり、須崎地区森林組合は指導員として協力しています。ここでは各交流活動を紹介いたします。

　

平
成
27
年
度
は
7
月
25
日
に
環
境

ツ
ア
ー
を
行
い
、
富
士
通
グ
ル
ー
プ

社
員
家
族
・
中
土
佐
町
・
高
知
県
・

須
崎
地
区
森
林
組
合
の
総
勢
４
９
名

に
よ
り
間
伐
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。
の
こ
ぎ
り
で
の
大
変
な
作
業
の

為
、
子
供
達
は
す
ぐ
疲
れ
て
あ
き
て

し
ま
う
の
で
は
と
思
い
き
や
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
元
気
に
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
中
に
は
『
早
く
交
代
し

「環境先進企業との協働の 森づくり事業」の仕組み

不
良
木
を
伐
倒
。
伐
倒
時
に
は
か

か
り
木
に
な
る
こ
と
も
な
く
狙
っ

た
場
所
へ
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に

き
れ
い
に
倒
れ
大
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
須
崎
地
区
森
林
組
合

の
架
線
集
材
現
場
に
移
動
し
、
架

線
集
材
機
や
高
性
能
林
業
機
械
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
当
日
は
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト

株
式
会
社
従
業
員
様
を
主
体
に
間
伐

を
実
施
し
『
森
林
の
再
生
』
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

※

平
成
26
年
秋
に
予
定
し
て
い
た
交

流
活
動
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

て
！
』
と
い
う
お
子
さ
ん
も
。
木

が
大
き
な
音
を
た
て
な
が
ら
倒
れ

る
と
拍
手
と
歓
声
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。
間
伐
作
業
後
に
は
黒
潮

本
陣
へ
移
動
し
昼
食
と
温
泉
を
楽

し
み
ま
し
た
。
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近
年
の
林
業
は
機
械
化
が
進
み
、
従
来
ま
で
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
と
人

力
で
行
わ
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）
の

作
業
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
た
作
業
環
境
へ
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
当
森
林
組
合
も
経
営
の
状
況
、
木
材
生
産
の
見
通
し
、
担
い
手
の

育
成
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
機
械
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
程
を
機
械
化
す
る
こ
と
で
、
木
材
生
産
量
の
増
加
、
コ
ス
ト
の
削

減
を
行
い
、
山
主
さ
ん
へ
の
還
元
増
加
に
つ
な
げ
る
と
同
時
に
、『
良

い
山
』
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
重
要
な
責
務
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
間
伐
し
た
木
材
を
山
か
ら
出
荷
す
る
、『
搬
出
間
伐
』
で

使
用
す
る
林
業
機
械
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
1
回
目
は
林
業
機
械
の
中
で
も
、〔
高
性
能
林
業
機
械
〕※
１
と
言
わ

れ
る
中
の
一
つ
で
あ
る
『
ハ
ー
ベ
ス
タ
』
を
紹
介
し
ま
す
。

当
組
合
で
は
希
望
の
方
に
は
現
場
見
学
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

不
明
な
点
や
ご
質
問
等
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

林業機械
 ザっと見図！

※

１　

２
つ
以
上
の
作
業
を
１
つ
の
機
体
で
で
き
る
林
業
機
械

　

こ
れ
か
ら
も
当
組
合
で
は
『
山
主
さ
ん
へ

の
還
元
増
大
、
地
域
林
業
の
発
展
、
山
で
働

く
人
達
の
収
入
等
の
充
実
』
を
目
指
し
て
機

械
化
を
進
め
、
健
全
な
森
林
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。

次
回
特
集
は
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ー
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ

を
紹
介
し
ま
す
。

ザウルスロボ

ハーベスタ

プロセッサ

市場へ搬出（丸太）
燃料として搬出（枝・葉）

フォワーダ

ザウルスロボ

ハーベスタ

架線架線

プロセッサ

市場へ搬出（丸太）
燃料として搬出（枝・葉）

フォワーダ

高性能林業機
械

ハーベスタ
（伐倒造材機

械）

高性能林業機
械

ハーベスタ
（伐倒造材機

械）

高性能林業機
械

ハーベスタ
（伐倒造材機

械）

～機械化への取組み～　　 シリーズ第１回目　『ハーベスタ』

今回紹介
するのは
コチラ！

市
場
へ
出
荷
す
る
木
材
の
１

日
当
た
り
の
生
産
量
が
増
大

し
ま
す
。

山
主
さ
ん
に
お
返
し
す
る
木
材
代
が
増
え

ま
す
！
（※

出
荷
時
の
市
場
単
価
に
よ
る
）

現
場
の
第
一
線
で
働
く
職
員
の

身
体
的
負
担
が
減
り
、
効
率
よ

く
生
産
量
を
増
や
せ
ま
す
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
で
の
伐
倒
作
業
に

よ
っ
て
起
こ
る
挟
ま
れ
・
激
突

な
ど
の
重
大
災
害
の
発
生
率
も

グ
ン
と
低
下
し
ま
す
！

労
働
災
害
に
よ
る
ケ
ガ
の
休
業
は
現
場
効

率
・
生
産
に
大
き
く
影
響
し
、
経
営
に
も

大
き
な
負
担
を
掛
け
ま
す

立ち木を掴んで
切る！

ハーベスタ導入後

この作業がこの１台で『あっちゅうま！』

１. 伐倒 ２. 枝払い･玉切り
手 元 の コ ン ピ ュ ー
ターで設定した長さ
に丸太を送り、定尺
にスパッっと切断！
ついでに枝払いも！

!
この機械は
どんな作業（仕事）を
するがぜよ？

従来チェンソーで
やりよった立木の伐倒、
枝払い、玉切りらぁの
各作業をこの１台で一貫
してやってくれるでっ！

Ｑ A?

チェンソーで
１本ずつ倒し
ます。

１つずつ枝を
切り払います。

出荷用に定尺を
計り丸太を切り
ます。

１. 立木の伐倒 ２. 枝払い ３. 玉切り

従来の作業の流れ

ハ
ー
ベ
ス
タ
導
入
に
よ
っ
て

ハーベスタの

動画をチェック !
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当
組
合
で
は
事
務
所
と
現
場

が
一
丸
と
な
っ
て
、
日
頃
の
安

全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
の
安
全
活
動
で
集
ま
っ
た

記
録
や
実
績
は
大
切
な
資
料
と

な
り
、
他
の
森
林
組
合
や
同
業

者
の
方
に
発
表
で
き
る
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。
発
表
す
る
内
容

は
現
場
で
の
「
ひ
や
り
・
ハ
ッ

ト
」
や
、
過
去
の
事
故
の
事
例

ま
た
は
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。
こ

う
い
っ
た
生
の
声
は
テ
キ
ス
ト

や
他
の
講
習
で
は
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
緊
張
感
溢
れ
る
内
容

で
す
。

　

大
切
な
仲
間
や
同
業
者
の
方

に
同
じ
よ
う
な
ケ
ガ
や
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
み
ん
な
の

声
を
そ
の
ま
ま
伝
え
、「
明
日

は
我
が
身
」
だ
と
思
い
、
気
を

つ
け
て
仕
事
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
同
じ
目
線
で
伝
え
る
事

を
意
識
し
な
が
ら
安
全
活
動
の

後
押
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　幅広い年齢層の方が従事する林

業。新規就労者の方はまず３年間

に及ぶ研修を行います。当組合は、

その研修の中で安全講習として半

日～１日、安全活動への取り組み

を講話しています。「安全の話は退

屈や。ワシはこんな話や宿題をす

るためにこの業界に入ったつもり

はないけどなぁ。」と頭をポリポリ

かきながら受講される生徒さんも

います。

　でもこうやって正直な話ができ

る関係を築くのも安全活動への第

一歩。「気が付けば嫌イヤから始

まっていた安全活動」なのです。

　今年 3月に行われた県主催の「小

規模林業推進協議会」にて当組合

の災害防止の取組を発表してきま

した。

　この協議会には、大ベテランで

ある個人林業家さんをはじめ、各

地で活躍されている林業団体代表

者の方々が参加していました。同

じ山の仕事をする者同士ですが、

各々仕事のスタイルや考え方の違

いがハッキリ別れており、安全に

対する考え方も違うため全体的に

安全活動が定着するには、まだま

だ道のりは長いなと実感し協議会

を終えた事でした。

～自伐林家 ( 個人林業家 )、
ボランティア団体への呼びかけ～

高知県下の新規林業従事者
「緑の雇用」

　安全教育を行うには大事な作業 (生産 )
時間を使います。また災害防止対策品の
購入には事業者負担も必要となります。
このため安全活動を進めていくには経営
陣の理解と協力が必要です。
　当組合は理解ある経営陣の協力のも
と、安全対策品の支給、月に一度の安全
教育や安全パトロールを実施し、安全活
動が定着しています。
　今後この投資は生産率アップ、災害に
よる多方面での損失や労災保険料ダウン
に繋がり直接経営の数字に影響してきま
す。
　従業者は事業者負担が当たり前で終わ
らず、０災害を目標とし安全作業の基で
生産性の向上を図って行くことが、安全
活動を定着させてきた当組合のこれから
の目標です。

経営陣の

理解と協力

Café 風々 fufu 
オープンしました！

●営業時間:AM7:00～17:00まで　
●定休日:火曜  
●お問合せ先:Café 風 （々フフ）　℡0889-42-5129緑に囲まれた隠れ処的なくつろぎの空間

朝から元気が出るモーニングセット 豊富な食材を使った日替わりランチ
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搬
出
間
伐
に
対
す
る

新
し
い
補
助
制
度
が

出
来
ま
し
た
！

　

平
成
27
年
度
よ
り
須
崎
市
・
土

佐
市
・
中
土
佐
町
・
津
野
町
内
で

搬
出
間
伐
を
実
施
す
る
と
搬
出
木

材
1
㎥
あ
た
り
2,
0
0
0
円
の
補

助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
出
来
ま

し
た
。（
国
庫
補
助
事
業
の
対
象
と

な
る
場
合
で
あ
り
各
市
町
の
予
算

の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま

す
。）

　

こ
れ
ま
で
は
須
崎
地
区
森
林
組

合
管
内
の
一
部
の
市
町
で
し
か
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
制
度
で
す
が
、

人
工
林
の
成
熟
や
国
・
県
の
木
材

自
給
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
施
策

　

須
崎
地
区
森
林
組
合
の
近
年
の

平
均
実
績
で
は
1
ha
あ
た
り
約
40

㎥
の
木
材
を
搬
出
し
て
い
ま
す
。

（
地
形
や
ア
ク
セ
ス
道
な
ど
に
よ
り

搬
出
数
量
は
変
わ
り
ま
す
）

　

搬
出
間
伐
を
行
っ
た
場
合
は
右

記
金
額
に
あ
わ
せ
木
材
販
売
代
金

＋
国
補
助
金
か
ら
搬
出
間
伐
に
係

る
事
業
費
を
差
し
引
い
た
額
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

須
崎
地
区
森
林
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
９－

４
３－

０
０
３
０

に
応
じ
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
は

須
崎
地
区
森
林
組
合
管
内
全
市
町

が
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
金
は
搬
出
間
伐
を
実

施
し
た
市
町
か
ら
須
崎
地
区
森
林

組
合
を
経
由
し
所
有
者
さ
ん
へ
お

支
払
い
と
な
る
の
で
す
が
、
須
崎

地
区
森
林
組
合
で
は
手
数
料
を
い

た
だ
き
ま
せ
ん
の
で
、
全
額
所
有

者
さ
ん
へ
お
支
払
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

須
崎
地
区
森
林
組
合
で
は
所
有

す
る
高
性
能
林
業
機
械
を
積
極
的

に
利
用
し
多
く
の
木
材
を
山
か
ら

支払い例

1haの搬出間伐を行った場合
（1haあたり搬出量　35㎥）

35㎥×2,000円＝70,000円

所有者さんへの支払い額
70,000円となります。

こ
の
補
助
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

搬
出
し
、
所
有
者
さ
ん
に
少
し
で

も
多
く
お
支
払
い
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
は
ご
自
分
の

山
の
木
が
お
金
に
な
る
時
代
へ
と

変
わ
っ
て
行
き
ま
す
よ
！

須崎地区森林組合の安全活動が
同業界で役立っています！



　

皆
伐
し
た
あ
と
、
山
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

近
年
、
伐
採
し
た
あ
と
、
山
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
方
が
多
く
な
り
斜
面
崩
壊
の
原
因
な

ど
大
き
な
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
再
造
林
に
つ
い
て
国
・
県
か
ら
事
業

費
に
対
し
90
％
の
補
助
金
が
出
て
お
り
、
少
な

い
負
担
金
で
再
造
林
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
何
十
年
後
か
に
は
木
材
を
搬
出
し
、

収
入
に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
再
造
林
後
も

下
刈
や
保
育
間
伐
な
ど
と
い
っ
た
手
入
れ
が
必

要
で
す
が
こ
の
手
入
れ
に
も
補
助
金
が
出
て
お

り
、
当
組
合
が
責
任
を
持
っ
て
組
合
員
さ
ん
の

山
の
手
入
れ
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

山
を
皆
伐
し
た
い
方
や
、
皆
伐
し
た
あ
と
山

を
放
置
し
て
い
る
方
、
気
に
な
っ
た
方
は
気
軽

に
森
林
組
合
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

再造林に関する

補助金のお知らせ

　

今
回
は
代
表
理
事
の
交
代
、木
工
教
室
の
開

催
、協
働
の
森
事
業
、高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、

安
全
へ
の
取
り
組
み
等
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
後
も
事
業
の
実
施
と
共
に
、い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
行
い
、み
な
さ
ん
の

興
味
が
わ
く
記
事
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
谷
）

編
集
後
記

須
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森
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総
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森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
、
地
域
や
地
形
に
応

じ
た
路
網
設
計
や
森
林
施
業
の
方
針
を
打
ち
出
し
事

業
収
支
を
示
し
た
提
案
書
を
作
成
し
、
森
林
所
有
者

に
提
示
し
て
合
意
形
成
と
森
林
施
業
の
集
約
化
が
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
専
門
的
能
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
を
作
成
す
る
た
め
に
専
門

知
識
が
必
要
な
ほ
か
、
組
織
的
な
取
り
組
み
体
制
の

構
築
と
実
行
管
理
能
力
等
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
平
成
24
年
度
か
ら
一
定
水
準
以
上
の
知

識
・
技
能
を
有
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修

及
び
認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

に
お
い
て
須
崎
地
区
森
林
組
合
で
は
2
名
が
合
格
し

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
須
崎
地
区
森
林
組
合
で
は
認
定
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
増
員
す
る
計
画
で
あ
り
、
職
員
の

各
種
研
修
へ
の
参
加
や
実
務
に
よ
る
実
績
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
森
林
管
理
の
プ
ロ
と
し
て
地
域
や
森
林
所
有

者
の
希
望
に
応
じ
た
施
業
提
案
を
行
い
つ
つ
、
森
林
が

十
分
な
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
須
崎
地
区
森
林
組
合

管
内
の
森
林
整
備
の
拡
大
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

認
定
さ
れ
ま
し
た

PLANNNER

平成 24 年度から
地籍調査事業に
参入しています。
平成 24 年度  中土佐町　

平成 25 年度  中土佐町・須崎市

平成 26 年度  中土佐町・須崎市

平成 27 年度  中土佐町・須崎市・土佐市

近隣住民の方や、関係者の皆様
にはご迷惑をおかけしますが、
ご協力よろしくお願いします。

竹 

村
　
洋 

宣
（
業
務
課
長
）

橋 
田
　
直 

尚
（
業
務
係
長
）

認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
名
簿

〒
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５-

０
０
２
４ 

高
知
県
須
崎
市
安
和
9
2
5
番
地

※皆伐とは：すべての立木を切ること　※再造林とは：スギ・ヒノキ等の人工林を皆伐した後、植林を行うこと。
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組合長就任の挨拶
副組合長就任の挨拶
木工教室を開催
環境先進企業との 協働の森づくり事業
～機械化への取組み～　シリーズ第１回目
須崎地区森林組合の安全活動が同業界で役立っています！　他
搬出間伐に対する新しい補助制度が出来ました！　他
再造林に関する補助金のお知らせ　他
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